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営農ニュース

FARMING NEWS

○作付比率○等級比率（倉庫出荷分）（12月2日現在）

ハナエチゼン

つ や 姫

コシヒカリ

きぬむすめ

ハナエチゼン

つ や 姫

コ シ ヒ カ リ

き ぬ む す め

26.3ha

501.2ha

105.0ha

744.3ha

1.9％(2.2％)

36.4％(34.4％)

7.6％(8.3％)

54.1％(55.1％)

品　種 面　積 作付比率
（参考：3年産）

※加工用米（きぬむすめ）含む。※加工用米（きぬむすめ）を除く。

品種銘柄 1等 2等 3等

90.7％

69.1％

20.0％

82.8％

9.3％

26.5％

55.4％

15.7％

0％

4.4％

24.6％

1.5％

４
年
産
米
　
生
育
総
括

(1) 

育
苗

育
苗
期
間
は
、
全
般
的
に
気
温
が
高
く
温
度
管
理
が

難
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
浸
種
中
に
発
芽
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
ハ
ウ
ス
内
の
高

温
多
湿
に
よ
り
、
も
み
枯
細
菌
病
の
発
生
、
苗
い
も
ち

の
発
生
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
苗
の
伸
び
が
早
く
田

植
え
作
業
の
前
倒
し
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
一
部
で
あ
り

ま
し
た
が
、
苗
の
生
育
は
全
般
的
に
順
調
で
平
年
と
比

べ
や
や
早
い
生
育
で
し
た
。

４
年
産
米
品
種
別
生
育
状
況

(2) 

本
田
生
育

4
月
、
5
月
と
気
温
が
高
く
、
多
照
で
推
移
し
活
着
・

初
期
生
育
と
も
に
良
好
で
し
た
。

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
藻
類
、
表
層
剥
離
や
ワ
キ（
ガ

ス
害
）や
赤
枯
れ
症
状
な
ど
が
発
生
し
、
水
の
入
れ
替

え
や
間
断
か
ん
水
、
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤
の
施
用
な
ど
に
よ

り
対
処
し
ま
し
た
。

6
月
下
旬
〜
7
月
上
旬
の
高
温
・
多
照
に
よ
り
生
育

は
さ
ら
に
進
み
、
葉
色
は
濃
く
茎
数
は
多
く
生
育
し
ま

し
た
。
降
水
量
も
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
水
不
足
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
が
、
7
月
中
旬
か
ら
の
断
続
的
な
降
雨

に
よ
り
貯
水
量
も
回
復
し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
初
期
害
虫
で
は
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
が

や
や
多
く
、
6
月
中
旬
に
イ
ネ
ク
ロ
カ
メ
ム
シ
の
発
生

を
町
内
一
部
ほ
場
で
確
認
し
ま
し
た
。
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
類
も
多
く
、
県
は
7
月
15
日
に
水
稲
で
7
年
ぶ
り
と

な
る
多
発
生
注
意
報
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
紋
枯
病
と
い
も
ち
病
も
一
部
ほ
場
で
多
発
し

ま
し
た
。
紋
枯
病
は
、
株
が
繁
茂
し
た
ほ
場
を
中
心
に

発
生
し
、
株
の
上
方
へ
菌
糸
が
伸
び
て
病
斑
を
広
げ
、

倒
伏
し
た
ほ
場
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

い
も
ち
病
は
、
天
候
不
順
も
重
な
り
一
部
ほ
場
で
は

穂
首
へ
の
感
染
に
よ
り
白
穂
と
な
り
ま
し
た
。

　
雑
草
は
、
ノ
ビ
エ
・
ホ
タ
ル
イ
・
コ
ナ
ギ
・
ク
サ
ネ

ム
を
中
心
に
発
生
も
多
く
、
ほ
場
に
よ
っ
て
中
・
後
期

除
草
剤
に
よ
る
雑
草
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
穂
数
、
籾
数
と
も
に
確
保
で
き
、
ハ
ナ
エ

チ
ゼ
ン
・
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
年
並
み
〜
や
や
良
。

き
ぬ
む
す
め
は
、
出
穂
期
か
ら
の
天
候
不
順
と
日
照
不

足
、
台
風
の
影
響
な
ど
も
あ
り
登
熟
が
や
や
悪
く
、
平

年
並
み
〜
や
や
不
良
と
な
り
ま
し
た
。（
作
況
：
全
国

1
0
0
、
島
根
県
1
0
1
、
出
雲
1
0
0
）

○
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　

1
等
米
比
率 

90
・
7
％（
3
年
産
77
・
3
％
）

　
田
植
直
後
よ
り
気
温
が
高
く
、
日
照
時
間
も
多
く
推

移
し
た
た
め
全
般
的
に
生
育
は
良
好
で
し
た
。

　
収
量
は
、
穂
数
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
平
年
並

み
〜
や
や
良
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
11
日
　
収
穫
最
盛
期
：
8
月

19
日
）

○
つ
や
姫
　

1
等
米
比
率
69
・
1
％（
3
年
産
49
・
5
％
）

　
全
般
的
に
生
育
は
良
好
で
、
茎
数
は
多
く
草
丈
は
長

く
推
移
し
ま
し
た
。
茎
数
が
繁
茂
し
た
ほ
場
で
は
、
紋

枯
病
に
よ
り
倒
伏
し
た
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
穂
期
前
半
は
、
高
温
・
多
照
で
推
移
し
ま
し
た
が
、

8
月
中
旬
以
降
が
多
雨
・
寡
照
と
な
り
登
熟
中
後
期
の

デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
に
影
響
し
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
や
や
良
。
穂
長
は
長
く
、
穂
数
、
籾
数
と

も
に
近
年
に
な
く
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
収
量
増
に
繋
が

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
面
積
当
た
り
の
籾
数
が
多
過
ぎ

た
と
こ
ろ
に
、
登
熟
中
後
期
の
多
雨
・
寡
照
も
加
わ
っ

て
登
熟
歩
合
を
低
下
さ
せ
、
網
下
米
を
増
し
た
他
、
背

白
粒
・
基
白
粒
・
心
白
粒
の
発
生
を
助
長
し
品
質
低
下

を
招
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
23
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月

8
日
）

水

　稲

４
年
産
米
の
結
果
に
つ
い
て

令和4年稲作期間気象図（出雲）②

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

1
等
米
比
率
20
・
0
％（
3
年
産
27
・
4
％
）

　
収
量
は
平
年
並
み
。
品
質
は
乳
白
粒
を
は
じ
め
と
す

る
白
未
熟
粒
が
主
な
格
下
げ
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
23
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月

5
日
）

○
き
ぬ
む
す
め
　

1
等
米
比
率
82
・
8
％（
3
年
産
79
・
4
％
）

　
田
植
え
時
期
の
5
月
中
旬
か
ら
高
温
多
照
で
推
移
し

た
た
め
初
期
生
育
は
良
好
で
し
た
。
出
穂
期
ま
で
の
生

育
は
良
好
で
、茎
数
は
多
く
葉
色
は
濃
く
推
移
し
ま
し
た
。

　
出
穂
期
の
8
月
中
旬
よ
り
、
多
雨
・
寡
照
と
な
り
登

熟
前
半
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
過
繁
茂
の
ほ
場
を
中
心
に
稲
こ
う
じ

病
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
ほ
場
で
は
、
い
も

ち
病
が
発
生
し
減
収
に
繋
が
り
ま
し
た
。
紋
枯
病
も
多

発
し
、
稲
体
が
弱
っ
た
と
こ
ろ
に
台
風
が
通
過
し
た
た

め
倒
伏
被
害
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
平
年
並
み
〜
や
や
不
良
。
穂
数
、
籾
数
は
確

保
し
た
も
の
の
、
登
熟
前
半
の
日
照
不
足
と
登
熟
後
半

の
台
風
に
よ
る
フ
ェ
ー
ン
現
象
及
び
潮
害（
9
/
18
台

風
14
号
）に
よ
り
登
熟
歩
合
が
低
下
し
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
網
下
米
が
多
く
な
り
収
量
減
に
繋
が
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
9
月
24
日
、
収
穫
最
盛
期
：
10
月

2
日
）

※聞き取り調査は、大型農家を中心にＪＡで聞き取りをした結果です。
※共同乾燥施設は、籾摺り前の値（推定玄米重量）を基に算出しています。

※（　　）内は俵換算○平均単収（㎏/10a）

聞き取り調査

共同乾燥施設

合 算
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105.0ha
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※加工用米（きぬむすめ）含む。※加工用米（きぬむすめ）を除く。

品種銘柄 1等 2等 3等

90.7％

69.1％

20.0％

82.8％

9.3％

26.5％

55.4％

15.7％

0％

4.4％

24.6％

1.5％

４
年
産
米
　
生
育
総
括

(1) 

育
苗

育
苗
期
間
は
、
全
般
的
に
気
温
が
高
く
温
度
管
理
が

難
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
浸
種
中
に
発
芽
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
ハ
ウ
ス
内
の
高

温
多
湿
に
よ
り
、
も
み
枯
細
菌
病
の
発
生
、
苗
い
も
ち

の
発
生
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
苗
の
伸
び
が
早
く
田

植
え
作
業
の
前
倒
し
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
一
部
で
あ
り

ま
し
た
が
、
苗
の
生
育
は
全
般
的
に
順
調
で
平
年
と
比

べ
や
や
早
い
生
育
で
し
た
。

４
年
産
米
品
種
別
生
育
状
況

(2) 

本
田
生
育

4
月
、
5
月
と
気
温
が
高
く
、
多
照
で
推
移
し
活
着
・

初
期
生
育
と
も
に
良
好
で
し
た
。

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
藻
類
、
表
層
剥
離
や
ワ
キ（
ガ

ス
害
）や
赤
枯
れ
症
状
な
ど
が
発
生
し
、
水
の
入
れ
替

え
や
間
断
か
ん
水
、
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤
の
施
用
な
ど
に
よ

り
対
処
し
ま
し
た
。

6
月
下
旬
〜
7
月
上
旬
の
高
温
・
多
照
に
よ
り
生
育

は
さ
ら
に
進
み
、
葉
色
は
濃
く
茎
数
は
多
く
生
育
し
ま

し
た
。
降
水
量
も
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
水
不
足
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
が
、
7
月
中
旬
か
ら
の
断
続
的
な
降
雨

に
よ
り
貯
水
量
も
回
復
し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
初
期
害
虫
で
は
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
が

や
や
多
く
、
6
月
中
旬
に
イ
ネ
ク
ロ
カ
メ
ム
シ
の
発
生

を
町
内
一
部
ほ
場
で
確
認
し
ま
し
た
。
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
類
も
多
く
、
県
は
7
月
15
日
に
水
稲
で
7
年
ぶ
り
と

な
る
多
発
生
注
意
報
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
紋
枯
病
と
い
も
ち
病
も
一
部
ほ
場
で
多
発
し

ま
し
た
。
紋
枯
病
は
、
株
が
繁
茂
し
た
ほ
場
を
中
心
に

発
生
し
、
株
の
上
方
へ
菌
糸
が
伸
び
て
病
斑
を
広
げ
、

倒
伏
し
た
ほ
場
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

い
も
ち
病
は
、
天
候
不
順
も
重
な
り
一
部
ほ
場
で
は

穂
首
へ
の
感
染
に
よ
り
白
穂
と
な
り
ま
し
た
。

　
雑
草
は
、
ノ
ビ
エ
・
ホ
タ
ル
イ
・
コ
ナ
ギ
・
ク
サ
ネ

ム
を
中
心
に
発
生
も
多
く
、
ほ
場
に
よ
っ
て
中
・
後
期

除
草
剤
に
よ
る
雑
草
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
穂
数
、
籾
数
と
も
に
確
保
で
き
、
ハ
ナ
エ

チ
ゼ
ン
・
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
年
並
み
〜
や
や
良
。

き
ぬ
む
す
め
は
、
出
穂
期
か
ら
の
天
候
不
順
と
日
照
不

足
、
台
風
の
影
響
な
ど
も
あ
り
登
熟
が
や
や
悪
く
、
平

年
並
み
〜
や
や
不
良
と
な
り
ま
し
た
。（
作
況
：
全
国

1
0
0
、
島
根
県
1
0
1
、
出
雲
1
0
0
）

○
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　

1
等
米
比
率 

90
・
7
％（
3
年
産
77
・
3
％
）

　
田
植
直
後
よ
り
気
温
が
高
く
、
日
照
時
間
も
多
く
推

移
し
た
た
め
全
般
的
に
生
育
は
良
好
で
し
た
。

　
収
量
は
、
穂
数
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
平
年
並

み
〜
や
や
良
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
11
日
　
収
穫
最
盛
期
：
8
月

19
日
）

○
つ
や
姫
　

1
等
米
比
率
69
・
1
％（
3
年
産
49
・
5
％
）

　
全
般
的
に
生
育
は
良
好
で
、
茎
数
は
多
く
草
丈
は
長

く
推
移
し
ま
し
た
。
茎
数
が
繁
茂
し
た
ほ
場
で
は
、
紋

枯
病
に
よ
り
倒
伏
し
た
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　
出
穂
期
前
半
は
、
高
温
・
多
照
で
推
移
し
ま
し
た
が
、

8
月
中
旬
以
降
が
多
雨
・
寡
照
と
な
り
登
熟
中
後
期
の

デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
に
影
響
し
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
や
や
良
。
穂
長
は
長
く
、
穂
数
、
籾
数
と

も
に
近
年
に
な
く
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
収
量
増
に
繋
が

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
面
積
当
た
り
の
籾
数
が
多
過
ぎ

た
と
こ
ろ
に
、
登
熟
中
後
期
の
多
雨
・
寡
照
も
加
わ
っ

て
登
熟
歩
合
を
低
下
さ
せ
、
網
下
米
を
増
し
た
他
、
背

白
粒
・
基
白
粒
・
心
白
粒
の
発
生
を
助
長
し
品
質
低
下

を
招
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
23
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月

8
日
）

水

　稲

４
年
産
米
の
結
果
に
つ
い
て

令和4年稲作期間気象図（出雲）②

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

1
等
米
比
率
20
・
0
％（
3
年
産
27
・
4
％
）

　
収
量
は
平
年
並
み
。
品
質
は
乳
白
粒
を
は
じ
め
と
す

る
白
未
熟
粒
が
主
な
格
下
げ
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
23
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月

5
日
）

○
き
ぬ
む
す
め
　

1
等
米
比
率
82
・
8
％（
3
年
産
79
・
4
％
）

　
田
植
え
時
期
の
5
月
中
旬
か
ら
高
温
多
照
で
推
移
し

た
た
め
初
期
生
育
は
良
好
で
し
た
。
出
穂
期
ま
で
の
生

育
は
良
好
で
、茎
数
は
多
く
葉
色
は
濃
く
推
移
し
ま
し
た
。

　
出
穂
期
の
8
月
中
旬
よ
り
、
多
雨
・
寡
照
と
な
り
登

熟
前
半
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
過
繁
茂
の
ほ
場
を
中
心
に
稲
こ
う
じ

病
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
ほ
場
で
は
、
い
も

ち
病
が
発
生
し
減
収
に
繋
が
り
ま
し
た
。
紋
枯
病
も
多

発
し
、
稲
体
が
弱
っ
た
と
こ
ろ
に
台
風
が
通
過
し
た
た

め
倒
伏
被
害
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
平
年
並
み
〜
や
や
不
良
。
穂
数
、
籾
数
は
確

保
し
た
も
の
の
、
登
熟
前
半
の
日
照
不
足
と
登
熟
後
半

の
台
風
に
よ
る
フ
ェ
ー
ン
現
象
及
び
潮
害（
9
/
18
台

風
14
号
）に
よ
り
登
熟
歩
合
が
低
下
し
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
網
下
米
が
多
く
な
り
収
量
減
に
繋
が
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
9
月
24
日
、
収
穫
最
盛
期
：
10
月

2
日
）

※聞き取り調査は、大型農家を中心にＪＡで聞き取りをした結果です。
※共同乾燥施設は、籾摺り前の値（推定玄米重量）を基に算出しています。

※（　　）内は俵換算○平均単収（㎏/10a）

聞き取り調査

共同乾燥施設

合 算

ハナエチゼン つや姫 コシヒカリ きぬむすめ
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（9.6）

546
（9.1）
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（9.3）

561
（9.3）
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（8.9）

547
（9.1）
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（7.7）
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（7.9）

492
（8.2）
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（7.8）
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（8.0）
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1 2 3 4 5 6
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平年日照
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令和4年稲作期間気象図（出雲）①
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10月

気温（℃） 

最高（本年）最高（本年）

平均（平年）平均（平年）

最低（平年）最低（平年）

最高（平年）最高（平年）

平均（本年）平均（本年）

最低（本年）最低（本年）

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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FARMING NEWS

５
年
産
米
に
向
け
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
に
つ
い
て

気
候
変
動
に
対
応
で
き
る
最
も
有
効
な
技
術

　
　
　〜
「
土
づ
く
り
」
と
「
水
管
理
」
〜

　
近
年
は
、
温
暖
化
に
よ
る
異
常
高
温
や
天
候

不
順
に
よ
る
日
照
不
足
な
ど
生
産
環
境
は
厳
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
良
質
米
生
産
を
行
う

た
め
に
は
、「
土
づ
く
り
」
と
「
水
管
理
」
が
非

常
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
4
年
産
で
は
地

力
の
低
下
・
保
肥
力
の
低
下
が
あ
り
「
秋
落
ち

田
」
が
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
堆
肥
な
ど
の

有
機
物
は
生
育
後
半
に
も
吸
収
さ
れ
る
の
で
品

質
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
異
常
気
象
に
強
い

丈
夫
な
稲
体
を
作
る
た
め
に
積
極
的
に
「
土
づ

く
り
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　「
水
管
理
」
は
稲
の
生
育
を
制
御
す
る
重
要
な

技
術
で
す
。
過
繁
茂
を
抑
制
す
る
た
め
の
中
干

し
の
励
行
、
高
温
時
に
は
飽
水
管
理
を
す
る
こ

と
で
稲
体
の
冷
却
効
果
を
促
す
な
ど
は
登
熟
向

上
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

　
以
下
、
品
種
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
良

質
米
生
産
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　

　
目
標
収
量
5
4
0
㎏
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

1
回
目
の
穂
肥
を
適
期
に
施
用
し
籾
数
を
確
保
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
町
内
で
最
初
に

出
穂
す
る
品
種
の
た
め
、
カ
メ
ム
シ
被
害
に
は
十

分
注
意
が
必
要
で
す
。
病
害
虫
発
生
予
察
を
見
な
が

ら
適
期
防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
つ
や
姫
　

　
特
別
栽
培
米
基
準
で
の
栽
培
と
な
る
た
め
、
定
め
ら

れ
た
範
囲
内
で
の
適
正
な
施
肥
・
防
除
に
よ
り
収
量

増
・
高
品
質
を
確
保
し
て
下
さ
い
。
そ
の
た
め
に
も

堆
肥
の
施
用
等
に
よ
る
土
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

雑
草
対
策
に
つ
い
て
も
使
用
で
き
る
除
草
剤
は
限
ら
れ

ま
す
の
で
、
水
管
理
を
は
じ
め
効
果
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

　
高
温
障
害
を
回
避
す
る
こ
と
が
高
品
質
へ
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
遅
植
え
を
実
践

し
て
下
さ
い
。（
5
月
15
日
以
降
）。
ケ
イ
酸
質
資
材
の

積
極
的
な
投
入
に
よ
り
異
常
気
象
に
負
け
な
い
稲
体
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

○
き
ぬ
む
す
め
　

　
生
育
期
間
が
長
く
、
葉
色
も
濃
い
こ
と
か
ら
病
害
虫

被
害
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
過
繁
茂
に
よ

る
紋
枯
病
も
注
意
が
必
要
で
す
。
高
温
登
熟
性
に
優
れ

た
品
種
で
は
な
い
た
め
、
5
月
15
日
以
降
の
遅
植
え
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
J
A
し
ま
ね
で
は
、
組
合
員
と
地
域
の
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
、
自
己
改
革
を
通
じ
て
S
D
G
ｓ
の

目
標
達
成
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な

農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
農
家
の
皆
様
に
対
し
て
積
極

的
な
支
援
や
活
動
を
通
じ
て
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、

「
農
業
生
産
の
拡
大
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
斐
川
地
区
本
部
で
は
、
農
薬
に
よ
る
河
川
の
水

質
汚
濁
防
止
の
た
め
斐
川
町
自
主
規
制
項
目
を
定
め
環

境
保
全
に
引
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

斐川町の環境保全型農業の実践（斐川町自主規制項目）
　斐川町では、水田除草剤・農薬による河川の水質汚濁防止
のため、自主規制項目を定め環境保全に努めます。
１．代かきは浅水で行い、田植え前に｢強制落水｣しない。
２．初期除草剤は、田植え前に散布しない。（田植え後に散布）
３．除草剤散布後は湛水期間を２週間とし｢強制落水｣や｢かけ
　　流し｣はしない。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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ニュース トピックスニュース トピックス

（農）じきょうでの収穫作業風景

順調にきれいに定植が進みます

最終作業の覆土と排水対策が行われていました

あいさつする矢野組合長

最優秀賞の表彰を受ける
矢野恵司さん（右）

11月中旬、作業を進める（農）あっとふぁーむ黒目

収
穫
の
秋
　
p
a
r
t
2

バ
ケ
ツ
稲
の
最
終
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
脱
穀
に
挑
戦

　
荘
原
保
育
園
と
東
部
保
育
園
で
は
、
10
月
に
刈
り
取
っ

た
稲
を
、
ハ
デ
掛
け
乾
燥
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
１
カ
月
が
経
過
し
、
各
保
育
園
で
は
園
児

み
ん
な
で
脱
穀
作
業
と
籾
摺
り
作
業
を
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
５
月
中
旬
か
ら
の
種
ま
き
か
ら
始
ま
り
、

半
年
を
か
け
て
稲
の
観
察
と
５
回
の
作
業
体
験
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
最
後
の
作
業
で
す
。

　
脱
穀
作
業
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。
刈

り
取
っ
た
稲
を
一
本
一
本
牛
乳
パ
ッ
ク
に
差
し
込
み
、パ
ッ

ク
の
口
で
穂
を
は
さ
ん
で
引
き
抜
く
と
、
籾
は
パ
ッ
ク
の

中
に
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
最
初
は
力
の
入
れ
加
減
が
分

か
ら
ず
、
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
繰
り
返
す
う
ち
に
み

ん
な
が
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
脱
穀
し
た
籾
は
、
唐
箕
（
と
う
み
）
を
使
っ
て
、
籾
と

藁
ご
み
を
分
離
す
る
風
選
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
順
番
に
脱
穀
し
た
籾
を
唐
箕
に
入
れ
、
勢
い
よ
く

ハ
ン
ド
ル
を
回
し
、風
の
力
で
藁
ご
み
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
籾
摺
り
機
に
か
け
て
玄
米
に
し
ま
し
た
。
各

園
と
も
収
穫
し
た
お
米
で
「
お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
」
を
開

く
そ
う
で
、
園
児
た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

※
唐
箕
は
、
昔
懐
か
し
い
貴
重
な
農
機
具
で
、
武
部
東
の

黒
田
さ
ん
よ
り
お
借
り
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
園
児

た
ち
は
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
産
に
向
け
て
　
生
産
開
始

玉
ね
ぎ
の
定
植

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
建
設
し
て
い
た
「
広
域
玉
葱
調
製
保
管

施
設
」
が
完
成
し
、
県
下
の
玉
ね
ぎ
の
生
産
面
積
を
、
令

和
６
年
産
に
は
75 

ha
（
４
年
産
実
績
41
・
３
ha
）
を
目
標

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
斐
川
地
区
本
部
で
は
、
玉
ね
ぎ
の
生
産
拡
大
を
図
る
た

め
、
貸
出
機
械
と
し
て
補
助
事
業
を
活
用
し
、
大
規
模
生

産
用
・
中
規
模
生
産
用
の
定
植
機
械
・
収
穫
関
連
機
械
を

整
備
・
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
斐
川
地
区
で
は
、
４

年
産
の
13
・
６
ha
に
対
し
５
年
産
は
18
・
７
ha
に
拡
大
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
11
月
に
入
り
、
５
年
産
玉
ね
ぎ
の
生
産
が
ス
タ
ー
ト
し
、

導
入
し
た
２
台
の
全
自
動
乗
用
定
植
機
が
生
産
者
各
地
の

圃
場
で
稼
働
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
天
候
も
順
調
で
圃
場

条
件
も
良
く
、
定
植
機
の
作
業
効
率
が
高
い
た
め
、
順
調

に
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　
農
事
組
合
法
人
上
直
江
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
５
年
産
は
作

付
面
積
を
１
・
４
２
ha
に
拡
大
し
、
こ
の
日
は
中
生
品
種

の
定
植
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
も
と
順
調
に

作
業
が
進
み
、
約
０
・
７
ha
の
面
積
が
午
前
中
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
定
植

　
今
在
家
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
圃
場
で
は
、
来

春
に
向
け
て
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
が
植
え

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
春
に
は
「
ひ
か
わ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
、
色
と
り
ど
り
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
私
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。麦

の
播
種

　
早
い
と
こ
ろ
で
は

10
月
末
よ
り
播
種
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
降

雨
も
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
播
種
は
順
調
に

進
み
ま
し
た
。
５
年

産
は
、
二
条
大
麦
と

は
だ
か
麦
合
わ
せ
て

約
４
２
０
ha
の
作
付

け
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

共
販
65
周
年
記
念

  

令
和
４
年
産
斐
川
ぶ
ど
う
生
産
者
大
会
開
催

　
11
月
７
日
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
は
、
今
年
共
販
65
周

年
を
迎
え
る
中
、
生
産
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
令
和
４
年
産
斐
川
ぶ
ど
う
の
優
秀
者
表
彰
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
賞
（
出
雲
市
長
賞
）
に
矢
野
恵
司
さ
ん
が
選
ば

れ
た
ほ
か
、
計
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
斐
川
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
出
荷
販
売
実
績
は
、
近
年
新
植
・

改
植
し
た
園
か
ら
の
出
荷
も
増
え
、
重
量
で
８
・
７
５
ｔ（
前

年
比
１
３
１・
２
％
）
と
大
き
く
増
加
し
、
販
売
金
額
も
１
１
，

０
５
６
千
円
（
前
年
比
１
２
９
・
９
％
）
と
、
平
成
30
年
産

以
来
の
１
，
０
０
０
万
円
超
え
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
粒
系
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
秀
品
率

の
向
上
や
好
天
の
影
響
で
盆
前
の
出
荷
量
が
増
加
し
た
た
め
、

販
売
金
額
で
２
２
，
７
３
８
千
円
（
１
０
８
・
２
％
）
㎏
単

価
は
２
，５
３
９
円（
前
年
比
１
１
９・
３
％
）と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
８
月
以
降
は
日
照
不
足
で
出
荷
量
が
若
干
低
下
し
た

こ
と
も
あ
り
、
重
量
で
８
・
９
５
ｔ（
前
年
比
90
・
７
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
今
後
さ
ら
に
躍
進
で
き
る
よ
う
、
令
和
５
年
産
に
向

け
た
栽
培
対
策
・
販
売
対
策
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

〈
令
和
４
年
産
斐
川
ぶ
ど
う
優
秀
賞
受
賞
者
〉

　
最
優
秀
賞
（
出
雲
市
長
賞
）　
　
　
　
　
　
　
　  

矢
野
　
恵
司
様

　
優
秀
賞
（
斐
川
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
長
賞
）
金
山
　
晃
一
様

　
優
良
賞
（
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
長
賞
）　
　  

佐
野
　
俊
明
様

　
優
良
賞
（
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
長
賞
）　
　  

小
村
　
茂
樹
様

「
食
育
そ
ば
作
り
」　
第
４
弾

　
　
そ
ば
の
脱
穀
作
業

　
そ
ば
の
栽
培
か
ら
収
穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
を
体
験
す
る

「
食
育
そ
ば
作
り
」
に
は
、
そ
ば
に
興
味
を
持
つ
組
合
員
８

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
後
ハ
デ
架
け
乾
燥
し
て
い
た
そ
ば
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
よ
く
乾
燥
し
て
お
り
、
11
月
22
日
に
脱
穀
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
作
業
に
は
５
名
が

参
加
し
、
脱
穀
機
で
の
作
業
、

唐
箕
で
の
風
選
作
業
を
そ
れ
ぞ

れ
が
担
当
し
、
約
８
㎏
の
そ
ば

が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

ハ
デ
な
ど
を
全
て
片
付
け
、
約

２
時
間
で
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
そ
ば
の
実
は
製
粉

し
、
い
よ
い
よ
12
月
中
旬
に
そ

ば
打
ち
を
行
う
予
定
で
す
。

大
豆
の
収
穫

　
11
月
５
日
よ
り
大
豆
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

は
平
年
に
比
べ
落
葉
が
早
く
、
収
穫
時
期
も
早
ま
り
ま
し

た
。
麦
の
播
種
と
重
な
っ
た
た

め
作
業
が
集
中
し
ま
し
た
が
、

好
天
に
恵
ま
れ
、
順
調
に
進
み

ま
し
た
。

　
昨
年
と
異
な
り
、
集
中
豪
雨

の
被
害
も
な
か
っ
た
た
め
極
端

に
生
育
の
悪
い
圃
場
が
な
く
、

平
年
並
み
か
ら
や
や
良
の
作
柄

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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ニュース トピックスニュース トピックス

（農）じきょうでの収穫作業風景

順調にきれいに定植が進みます

最終作業の覆土と排水対策が行われていました

あいさつする矢野組合長

最優秀賞の表彰を受ける
矢野恵司さん（右）

11月中旬、作業を進める（農）あっとふぁーむ黒目

収
穫
の
秋
　
p
a
r
t
2

バ
ケ
ツ
稲
の
最
終
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
脱
穀
に
挑
戦

　
荘
原
保
育
園
と
東
部
保
育
園
で
は
、
10
月
に
刈
り
取
っ

た
稲
を
、
ハ
デ
掛
け
乾
燥
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
１
カ
月
が
経
過
し
、
各
保
育
園
で
は
園
児

み
ん
な
で
脱
穀
作
業
と
籾
摺
り
作
業
を
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
５
月
中
旬
か
ら
の
種
ま
き
か
ら
始
ま
り
、

半
年
を
か
け
て
稲
の
観
察
と
５
回
の
作
業
体
験
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
最
後
の
作
業
で
す
。

　
脱
穀
作
業
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。
刈

り
取
っ
た
稲
を
一
本
一
本
牛
乳
パ
ッ
ク
に
差
し
込
み
、パ
ッ

ク
の
口
で
穂
を
は
さ
ん
で
引
き
抜
く
と
、
籾
は
パ
ッ
ク
の

中
に
た
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
最
初
は
力
の
入
れ
加
減
が
分

か
ら
ず
、
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
繰
り
返
す
う
ち
に
み

ん
な
が
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
脱
穀
し
た
籾
は
、
唐
箕
（
と
う
み
）
を
使
っ
て
、
籾
と

藁
ご
み
を
分
離
す
る
風
選
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
順
番
に
脱
穀
し
た
籾
を
唐
箕
に
入
れ
、
勢
い
よ
く

ハ
ン
ド
ル
を
回
し
、風
の
力
で
藁
ご
み
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
籾
摺
り
機
に
か
け
て
玄
米
に
し
ま
し
た
。
各

園
と
も
収
穫
し
た
お
米
で
「
お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
」
を
開

く
そ
う
で
、
園
児
た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

※
唐
箕
は
、
昔
懐
か
し
い
貴
重
な
農
機
具
で
、
武
部
東
の

黒
田
さ
ん
よ
り
お
借
り
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
園
児

た
ち
は
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
産
に
向
け
て
　
生
産
開
始

玉
ね
ぎ
の
定
植

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
建
設
し
て
い
た
「
広
域
玉
葱
調
製
保
管

施
設
」
が
完
成
し
、
県
下
の
玉
ね
ぎ
の
生
産
面
積
を
、
令

和
６
年
産
に
は
75 
ha
（
４
年
産
実
績
41
・
３
ha
）
を
目
標

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
斐
川
地
区
本
部
で
は
、
玉
ね
ぎ
の
生
産
拡
大
を
図
る
た

め
、
貸
出
機
械
と
し
て
補
助
事
業
を
活
用
し
、
大
規
模
生

産
用
・
中
規
模
生
産
用
の
定
植
機
械
・
収
穫
関
連
機
械
を

整
備
・
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
斐
川
地
区
で
は
、
４

年
産
の
13
・
６
ha
に
対
し
５
年
産
は
18
・
７
ha
に
拡
大
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
11
月
に
入
り
、
５
年
産
玉
ね
ぎ
の
生
産
が
ス
タ
ー
ト
し
、

導
入
し
た
２
台
の
全
自
動
乗
用
定
植
機
が
生
産
者
各
地
の

圃
場
で
稼
働
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
天
候
も
順
調
で
圃
場

条
件
も
良
く
、
定
植
機
の
作
業
効
率
が
高
い
た
め
、
順
調

に
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　
農
事
組
合
法
人
上
直
江
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
５
年
産
は
作

付
面
積
を
１
・
４
２
ha
に
拡
大
し
、
こ
の
日
は
中
生
品
種

の
定
植
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
も
と
順
調
に

作
業
が
進
み
、
約
０
・
７
ha
の
面
積
が
午
前
中
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
定
植

　
今
在
家
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
圃
場
で
は
、
来

春
に
向
け
て
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
が
植
え

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
春
に
は
「
ひ
か
わ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
、
色
と
り
ど
り
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
私
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。麦

の
播
種

　
早
い
と
こ
ろ
で
は

10
月
末
よ
り
播
種
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
降

雨
も
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
播
種
は
順
調
に

進
み
ま
し
た
。
５
年

産
は
、
二
条
大
麦
と

は
だ
か
麦
合
わ
せ
て

約
４
２
０
ha
の
作
付

け
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

共
販
65
周
年
記
念

  

令
和
４
年
産
斐
川
ぶ
ど
う
生
産
者
大
会
開
催

　
11
月
７
日
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
は
、
今
年
共
販
65
周

年
を
迎
え
る
中
、
生
産
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
令
和
４
年
産
斐
川
ぶ
ど
う
の
優
秀
者
表
彰
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
賞
（
出
雲
市
長
賞
）
に
矢
野
恵
司
さ
ん
が
選
ば

れ
た
ほ
か
、
計
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
斐
川
産
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
出
荷
販
売
実
績
は
、
近
年
新
植
・

改
植
し
た
園
か
ら
の
出
荷
も
増
え
、
重
量
で
８
・
７
５
ｔ（
前

年
比
１
３
１・
２
％
）
と
大
き
く
増
加
し
、
販
売
金
額
も
１
１
，

０
５
６
千
円
（
前
年
比
１
２
９
・
９
％
）
と
、
平
成
30
年
産

以
来
の
１
，
０
０
０
万
円
超
え
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
粒
系
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
秀
品
率

の
向
上
や
好
天
の
影
響
で
盆
前
の
出
荷
量
が
増
加
し
た
た
め
、

販
売
金
額
で
２
２
，
７
３
８
千
円
（
１
０
８
・
２
％
）
㎏
単

価
は
２
，５
３
９
円（
前
年
比
１
１
９・
３
％
）と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
８
月
以
降
は
日
照
不
足
で
出
荷
量
が
若
干
低
下
し
た

こ
と
も
あ
り
、
重
量
で
８
・
９
５
ｔ（
前
年
比
90
・
７
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
今
後
さ
ら
に
躍
進
で
き
る
よ
う
、
令
和
５
年
産
に
向

け
た
栽
培
対
策
・
販
売
対
策
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

〈
令
和
４
年
産
斐
川
ぶ
ど
う
優
秀
賞
受
賞
者
〉

　
最
優
秀
賞
（
出
雲
市
長
賞
）　
　
　
　
　
　
　
　  

矢
野
　
恵
司
様

　
優
秀
賞
（
斐
川
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会
長
賞
）
金
山
　
晃
一
様

　
優
良
賞
（
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
長
賞
）　
　  

佐
野
　
俊
明
様

　
優
良
賞
（
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
長
賞
）　
　  

小
村
　
茂
樹
様

「
食
育
そ
ば
作
り
」　
第
４
弾

　
　
そ
ば
の
脱
穀
作
業

　
そ
ば
の
栽
培
か
ら
収
穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
を
体
験
す
る

「
食
育
そ
ば
作
り
」
に
は
、
そ
ば
に
興
味
を
持
つ
組
合
員
８

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
後
ハ
デ
架
け
乾
燥
し
て
い
た
そ
ば
は
、
好
天
に
恵

ま
れ
よ
く
乾
燥
し
て
お
り
、
11
月
22
日
に
脱
穀
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
作
業
に
は
５
名
が

参
加
し
、
脱
穀
機
で
の
作
業
、

唐
箕
で
の
風
選
作
業
を
そ
れ
ぞ

れ
が
担
当
し
、
約
８
㎏
の
そ
ば

が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

ハ
デ
な
ど
を
全
て
片
付
け
、
約

２
時
間
で
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
そ
ば
の
実
は
製
粉

し
、
い
よ
い
よ
12
月
中
旬
に
そ

ば
打
ち
を
行
う
予
定
で
す
。

大
豆
の
収
穫

　
11
月
５
日
よ
り
大
豆
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

は
平
年
に
比
べ
落
葉
が
早
く
、
収
穫
時
期
も
早
ま
り
ま
し

た
。
麦
の
播
種
と
重
な
っ
た
た

め
作
業
が
集
中
し
ま
し
た
が
、

好
天
に
恵
ま
れ
、
順
調
に
進
み

ま
し
た
。

　
昨
年
と
異
な
り
、
集
中
豪
雨

の
被
害
も
な
か
っ
た
た
め
極
端

に
生
育
の
悪
い
圃
場
が
な
く
、

平
年
並
み
か
ら
や
や
良
の
作
柄

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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新規会員説明会

金融課から TEL 73-9609

金融課 TEL 73-9609 まで
※島根県内のコロナウイルス感染状況によって、
　相談会を中止する場合があります。

お問い合わせ・ご予約は、各支店または

1月28日（土）
午前 9：00～午前12：00

年金に関するご質問にお答えします

当日はセミナー形式ではなく個別相談形式で行っております。
ご予約状況によっては、お待ちいただく場合もございます。
1. 事前にご予約をしていただくと優先してご案内させていただきます。
2. ご自宅等への訪問相談も実施しております。
    当日ご都合のつかない方はご連絡下さい。

ぜひお越し下さい！！

JA年金個別相談会JA年金個別相談会

資産運用個別相談会資産運用個別相談会

開催日時

斐川地区本部
斐川支店

場　　所

同会場にて資産運用の相談も承ります。
専門の相談員が資産運用の疑問にお答え
します。ぜひお気軽にお尋ねください。

同時開催

相談会は
無料ですよ！！

JAしまね 斐川地区本部

野菜等出荷者協議会野菜等出荷者協議会
令和4年12月20日（火）14：00～

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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